


































































































































AR の歴史は 1965 年にハーバード大学のアイヴァン・サザーランド氏によって開発され
た「The Ultimate Display（究極のディスプレイ）」と呼ばれるシステムが先駆けとなる。
The Ultimate Display は，世界初の Head Mounted Display （以下，HMD と表記する）
を製作したのと同時に，世界初の AR システムを開発した。HMD の仕組みは，HMD にロ
ッド（棒）が接続されており，ロッドの角度で位置を算出するシステムになっている。ま
た The Ultimate Display にはハーフミラーが搭載されており，シースルーで見える現実
空間と横に付いているディスプレイから見える仮想空間であるＣＧの合成映像が同時に見
られるようになっている。 








である。携帯型の端末に画像を表示するという仕組みで，初のモバイル AR といえる。 
























































表１ AR の比較 
 




本地誌第 14 巻 京都府・兵庫県』を参考にした。『日本地誌』は日本地誌研究所が各巻の





























































































ここでは抽出した約 150 個の AR 用にデータベース化する手順を示す。教員向け教材の内
容を「Junaio」に登録するにあたり，Google Drive を使用した。まず，Google Drive を 
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表２ 基礎資料の選定結果（一部） 
これであなたも わたしたちの 篠山ふるさと 篠山市の
篠山人 篠山市 ガイドブック 指定文化財
西ヶ岳 ○ ○ ○ ○
御嶽(一等三角点) ○ ○ ○ ○
小金ヶ岳 ○ ○ ○ ○
八ヶ尾山 ○ ○ ○
櫃ヶ岳 ○ ○
三国ヶ岳 ○ ○
白髪岳 ○ ○ ○
松尾山 ○ ○ ○
大野山 ○ ○
弥十朗ヶ岳 ○ ○ ○ ○
和田寺山 ○ ○
虚空蔵山 ○ ○
高城山 ○ ○ ○ ○
衣笠山 ○ ○
(2)盆地 篠山盆地 ○ ○ ○ ○
(3)渓谷 川代渓谷 ○ ○
篠山川(一級河川) ○ ○ ○ ○
羽束川(二級河川) ○ ○ ○ ○
気温 ○ ○ ○ ○






















「Junaio」の起動直後，Junaio ARound You チャンネルが表示されている画面で，右上ス





したシートが表３である。シートは A から P の項目があるが，実際に使用するのは A か
ら J である。シートの詳しい説明は以下の通りである。 
A．更新日，B．所属・個人名，C．緊急連絡 E-mail，D．メモ（Junaio には表示され
ない），E．contents_name は Junaio の「絞り込み＞選択」で表示される名前（Junaio
は一度に 40 件しか表示できないので「絞り込み＞選択」に別の名前を入れて区別するこ
と），F．title は Junaio のエアタグの文字として表示される，G．緯度，数字の桁数が大
きい程正確な位置を示す，H．経度，I，高度（現在使われていない），J．description は
エアタグをタップした際に示される説明，K．エアタグに示されるサムネイル，L．サムネ
イルに URL が貼り付けられていればその画像が表示される，M．description と同時に示
される画像，N．画像に URL が貼り付けられていれば，その画像が表示される，O．ボタ
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更新日 所属・個人名 緊急連絡
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Development of teacher training for teaching materials using AR app "Junaio" 
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